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下 
田 
市
長　

石 
井 
直 
樹

天神社　大日如来坐像

　

蓮
台
寺
天
神
社
に
は
、
大
日
如

来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仏
像
は
南
伊
豆
地
方
に
残
る

古
い
時
代
の
仏
像
の
中
で
も
特
に

優
れ
た
作
品
の
一
つ
と
し
て
、
国

の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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大
日
如
来
は
真
言
宗
な
ど
の
密

教
に
お
け
る
宇
宙
の
中
心
、
根
本

仏
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
神
社
の
大
日
如
来
像
は
、
高

さ
約
１
・　

メ
ー
ト
ル
、 
桧 
材
の

ひ
の
き

１５

寄
木
造
り
で
、
仏
様
が
座
っ
た
姿

 （ 
坐  
像 
）を
し
て
い
ま
す
。
頭
に
は

ざ 
ぞ
う

 
宝  
冠 
を
か
ぶ
り
、
両
手
は
金
剛
界

ほ
う 
か
ん

大
日
如
来
の
印
で
あ
る 
智  
拳 
ち 
け
ん 
印  （
左

い
ん

手
の
人
差
し
指
を
立
て
右
手
で
そ

の
指
を
に
ぎ
る
） を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

穏
や
か
で
優
し
い
顔
立
ち
や
、

肩
か
ら
腕
、
胸
か
ら
腹
に
か
け
て

の
優
美
な
曲
線
は
平
安
時
代
の
仏

像
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
写
実

的
で
引
き
締
ま
っ
た
体
つ
き
と
、

頭
上
に
高
く
結
い
上
げ
ら
れ
た 
髻 
も
と
ど
り

は
鎌
倉
時
代
の
仏
像
の
特
徴
で
あ

る
た
め
、
作
ら
れ
た
の
は
平
安
時

代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
は
じ
め
に
か

け
て
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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か
つ
て
蓮
台
寺
に
は
温
泉
山
蓮

台
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
天
平
勝
宝
３
年
（
７
５

１
）に
行
基
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、

鎌
倉
時
代
ま
で
続
い
た
と
い
う
伝

説
が
あ
り
、
寺
の
あ
っ
た
場
所
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
日

如
来
坐
像
は
蓮
台
寺
の
本
尊
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
長
い
石
段
を
登
る
と
、

正
面
に
社
殿
が
あ
り
、
大
日
如
来

坐
像
は
そ
の
傍
ら
の
収
蔵
庫
に
四

天
王
像
（
市
指
定
文
化
財
）
と
と

も
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
収
蔵
庫
の
床
の
傷
み
が

進
ん
だ
た
め
、
本
年
８
月
初
旬
に

天
神
社
氏
子
と
蓮
台
寺
区
の
方
々

に
よ
っ
て
修
理
さ
れ
、
あ
わ
せ
て

上
原
仏
教
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る

調
査
と
仏
像
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

仏
教
彫
刻
と
し
て
優
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
地
名
が
残
る
だ
け

と
な
っ
た
蓮
台
寺
と
い
う
寺
院
の

記
憶
を
今
に
伝
え
る
大
日
如
来
坐

像
は
、
ま
さ
に
地
域
の
宝
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

下
田
駅
よ
り
蓮
台
寺
方
面
バ
ス

天
神
下
バ
ス
停
下
車
徒
歩
３
分

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５ 蓮台寺　天神社 （向って左が収蔵庫）
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学
問
の
神
様
で
あ
る
菅
原
道
真

を
祭
神
と
す
る
天
神
社
は
、
蓮
台

寺
温
泉
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど
山
腹
に
あ 穏やかで優しい顔立ち

　

毎
年
、
横
須
賀
市
の
『
ペ
リ
ー
上

陸
祭
』、
伊
東
市
の
『
按
針
祭
』
に
下

田
市
長
と
し
て
お
招
き
を
い
た
だ
き

ま
す
。『
ペ
リ
ー
上
陸
祭
』
の
参
加
者

は
下
田
の
『
黒
船
祭
』
に
出
席
さ
れ

た
米
海
軍
の
方
々
が
多
く
、
再
会
を

喜
び
あ
い
ま
す
。

　

英
国
人
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム

ス
（
日
本
名
・
三
浦
按
針
）
は
１
６

０
０
年
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
で

九
州
豊
後
に
漂
着
し
ま
す
。
ア
ダ
ム

ス
の
人
柄
に
魅
せ
ら
れ
た
徳
川
家
康

の
知
遇
を
受
け
、
伊
東
の
松
川
河
口

で
日
本
初
の
様
式
帆
船
を
建
造
し
ま

し
た
。
こ
の
業
績
を
た
た
え
、
今
年

も
伊
東
市
制
施
行
記
念
日
で
あ
る
８

月　

日
に
『
第　

回
伊
東
按
針
祭
』

１０

６０

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
に

は
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
メ
キ
シ

コ
大
使
の
代
理
や
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
米

海
軍
横
須
賀
基
地
司
令
官
の
顔
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
熱
海
市
長
、
伊

東
市
議
会
議
長
と
共
に
献
花
を
し
、

按
針
の
業
績
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

黒
船
祭
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
海

上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
の
小

沢
勇
幕
僚
長
が
近
く
の
席
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
お
礼
か
た
が
た
少
し

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
小

沢
さ
ん
！
斉
藤
隆
海
将
が
統
合
幕
僚

長
（
自
衛
隊
全
体
の
�
１
）
に
吉
川

栄
治
海
将
が
海
上
幕
僚
長
（
海
上
自

衛
隊
の
�
１
）に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

す
ご
い
人
事
で
す
ね
！
」「
石
井
市
長

さ
ん
！
こ
れ
で
海
上
自
衛
隊
の
黒
船

祭
へ
の
協
力
態
勢
は
盤
石
で
す
よ
。

護
衛
艦
隊
を
下
田
に
集
結
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
よ
」 と
冗
談
ま
じ
り
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
斉

藤
海
将
は　

・　

年
に
、 吉
川
海
将
は

１５

１６

去
年
と
今
年
の
黒
船
祭
に
横
須
賀
地

方
総
監
と
し
て
参
加
さ
れ
た
方
で
す
。

日
本
や
ア
メ
リ
カ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
リ
ー
ド
し
て
い
る
方
々
が
黒
船

祭
に
参
加
さ
れ
て
い
る
事
実
、 改
め
て

す
ご
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、梅
雨
明
け
が
遅
く
、

大
雨
や
台
風
の
影
響
、
ガ
ソ
リ
ン
の

高
値
等
で
散
々
な
結
果
に
終
わ
り
そ

う
で
す
。
昭
和　

年
に
は
１
７
３
万

５９

人
の
海
水
浴
客
が
あ
り
ま
し
た
。
昨

年
は　

万
人
。
今
年
は
ど
ん
な
数
字

６０

に
な
る
の
か
心
配
し
て
い
ま
す
。
民

間
会
社
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
子
供
の
６
割
近
く
が
プ
ー
ル
以

外
で
泳
い
だ
経
験
が
な
い
そ
う
で
す
。

観
光
で
生
き
て
き
た
下
田
。
夏
だ
け

に
頼
ら
な
い
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

が
必
要
で
す
。
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－１３－  広報しもだ  ２００６. ９ 月号

　平成18年7月18日 （火） に伊豆縦貫自動車道の早期全線開

通を目指して、伊豆縦貫道の建設促進期成同盟会 （行政） と、

推進期成同盟会 （民間組織） の合同促進大会が東京で行われ

ました。当日は静岡県知事や国会議員、伊豆地域の方々な

ど、約130名が出席し、伊豆縦貫自動車道の早期実現へ向

東駿河湾環状道路東 河 環状道路東駿河湾環状道路

天城北道路

伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫 動車道

延長約延長約600㎞㎞

伊豆縦貫自動車道

延長約60㎞

河津下田道路津下田道路

延長約延長約133㎞㎞

河津下田道路

延長約13㎞

【国土交通省沼津河川国道事務所HPより】
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けた要望内容を確認し、国土交通省等へ伊豆縦貫道の早期

完成を要望致しました。

　また、この大会では共立湊病院の小田和弘病院長による

ご講演も行われましたので、一部ご紹介します。
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建設工事が進んでいます。

三島市内施工現場
＜平成17年4月時点＞

�����

平成18年4月に本立野トンネルが
貫通しました。

 【国土交通省沼津河川国道事務所HPより】
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環境への影響の調査をしています。

PI※での提言ルート帯
【国土交通省沼津河川国道事務所HPより】
※PIとは公共事業の実施にあたり計画段階で地
域住民の意見を反映して進めていく手法です。
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　伊豆南端の医療事情は非常に厳しく、特に救急医療の整備は喫緊の問題である。

大きな病院建設も簡単ではないため、今後も順天堂静岡病院等の管外病院への搬送

は必要だが、天城を越えて往復4時間にも渡る搬送は、患者への負担はもちろん、

医師にも負担が大きい。近年ヘリコプターで搬送することもでき、大変便利には

なったが、天候・時間の制約があり、すべての患者を適切に搬送できるわけではな

い。伊豆縦貫道はこうした搬送方法改善にも大きく寄与する道路であり、早期の開

通を願うものである。 （講演内容より抜粋）

伊豆縦貫自動車道の北側は

工事が進んでいるね。

患者さんにも、お医者さんにも

 “天城越え” は大変なんだね！
社団法人  地域医療振興協会

共立湊病院  病院長　������

伊豆縦貫自動車道に向ける想い…伊豆縦貫自動車道に向ける想い…伊伊豆豆縦縦貫貫自自動動車車道道にに向向けけるる想想いい……


